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宋
代
進
納
制
度
に
つ
い
て
の
一
考
察

｜
｜
特
に
そ
の
敷
令
の
沿
革
表
を
中
心
に
｜
｜

貌

美

月

は
じ
め
に

唐
宋
以
後
の
中
国
の
官
僚
制
で
は
、
才
能
主
義
の
原
則
に
立
つ
科
挙
制
を
採
用
し
て
人
材
の
登
用
範
囲
を
拡
げ
、
社
会
の
流
動
性
を

（

1）

I

（

2
）
 

高
め
た
。
し
か
し
科
挙
制
を
通
じ
て
供
給
さ
れ
た
官
僚
の
数
は
全
体
よ
り
見
れ
ば
約
四
分
の
一
程
度
に
す
ぎ
ぬ
と
い
わ
れ
、
怠
大
な
下

層
官
僚
機
構
の
補
充
に
は
い
わ
ゆ
る
雑
流
の
出
身
者
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
、
ず
、
こ
こ
に
進
士
を
含
め
て
社
会
勢
力
が
直
接
的
に
官
界
の

末
端
冗
進
出
す
る
端
緒
が
存
在
し
た
。
進
納
制
は
本
来
緊
急
の
財
政
需
要
に
対
応
す
る
臨
時
の
措
置
で
あ
っ
た
が
、
宋
代
で
は
、
北
宋

末
よ
り
応
急
措
置
に
限
定
さ
れ
な
い
様
で
あ
る
。
南
北
両
宋
を
通
ビ
て
、
と
も
に
無
制
限
に
進
納
補
官
を
行
う
こ
と
は
な
い
が
、
結
局

進
納
補
官
は
量
的
に
増
加
し
、
科
挙
を
含
め
、
文
職
の
四
つ
の
仕
源
の
一
つ
と
な
っ
た
。
宋
代
官
僚
制
の
実
態
を
知
る
意
味
か
ら
も
、

科
挙
に
よ
る
以
外
の
仕
源
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
目
。
中
下
級
層
官
僚
の
供
給
源
の
一
つ
と
し
て
の
進
納
者
の
官
界
進
出
は
官
僚

層
と
社
会
層
と
の
あ
る
種
の
関
連
を
示
す
。
中
国
史
上
、
こ
の
様
な
中
下
級
層
官
僚
と
社
会
層
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
研
究
は
明
清
時

代
に
関
し
て
は
か
な
り
の
成
果
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
宋
代
に
関
す
る
限
り
、
今
迄
の
研
究
は
高
、
中
級
官
僚
の
供
給
源
と
し
て
の
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科
挙
制
が
主
な
対
象
で
、
中
、
下
級
官
僚
層
に
対
し
て
は
、
取
り
残
さ
れ
た
感
が
あ
り
、

A
7
な
お
不
明
な
部
分
が
多
い
。

本
稿
で
は
、
制
度
史
的
、
社
会
史
的
考
察
に
基
づ
き
、
以
上
述
べ
た
問
題
を
含
め
、
特
に
宋
代
「
進
納
補
官
」
の
実
情
を
明
ら
か
に

す
る
為
の
初
段
階
の
試
み
と
し
て
、
当
時
の
進
納
状
態
を
進
納
原
因
、
進
納
品
目
と
数
量
及
び
そ
れ
に
対
応
す
る
報
償
と
し
て
の
進
納

官
等
の
項
目
に
分
け
、
主
に
宋
会
要
輯
稿
、
績
資
治
通
鑑
長
編
、
建
炎
以
来
繋
年
要
録
に
見
る
そ
の
軟
令
の
治
草
に
従
っ
て
、
表
ハ
門
を

作
成
し
、
こ
れ
を
中
心
に
考
察
を
進
め
た
い
。

進
納
補
官
の
発
生
原
因
と
進
納
品
目

表
付
の
進
納
原
因
を
見
る
と

進
納
を
要
求
す
る
背
景
は
災
害
、
国
防
と
倉
貯
の
三
種
類
で
あ
る
。
賑
済
や
賑
騨
に
は
米
穀
を
要
求

し
、
こ
の
場
合
の
補
官
は
「
入
粟
補
官
」
と
も
「
納
粟
補
官
」
と
も
称
し
た
。
修
河
に
は
稗
草
を
要
求
し
、
「
納
藁
補
官
」
と
り
フ
。

国
防
で
は
軍
用
の
為
に
は
糧
、
草
、
金
銭
に
か
か
わ
ら
ず
要
求
し
、
修
城
に
は
富
民
に
人
夫
の
雇
用
を
要
求
し
、
海
防
に
備
え
る
為
に

は
軍
用
船
進
納
を
勧
誘
し
た
。
倉
貯
は
常
平
倉
の
纏
本
、
封
構
用
博
擢
等
で
米
穀
を
貫
縄
一
で
操
車
し
て
進
納
す
る
様
で
あ
る
。
こ
れ
等

の
進
納
者
に
対
す
る
補
官
を
一
般
で
は
進
納
品
の
別
な
く
、
「
責
官
曹
爵
」
と
い
い
、
制
度
上
で
は
「
進
納
補
官
」
と
も
「
進
納
買
官
」

と
も
い
う
。

宋
初
の
進
納
は
単
純
に
賑
済
の
目
的
が
多
く
、
進
納
品
の
単
位
と
し
て
「
石
」
が
主
で
あ
る
が
、
徽
宗
後
で
は
「
璽
「
縄
」
が
単
位

と
し
て
扱
わ
れ
る
様
に
な
り
、
J

南
宋
で
は
、
は
っ
き
り
と
賑
済
や
賑
耀
を
目
的
と
し
た
場
合
の
み
「
石
」
を
用
い
、
他
は
博
纏
も
含
め
、

貫
、
絹
を
単
位
と
し
た
。

宋
初
で
は
、
進
納
補
官
は
賑
憧
業
務
の
中
で
重
要
な
一
環
を
占
め
て
い
る
が
、
決
し
て
む
や
み
に
と
ら
れ
た
政
策
で
は
な
か
っ
た
様



で
あ
る
。
宋
史
巻
一
七
八
食
貨
・
賑
臨
は
こ
の
こ
と
を
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
「
宋
之
為
治
、

一
本
於
仁
厚
、

凡
賑
貧
岨
忠
之
意
、

視
前
代
尤
為
切
至
。
諸
州
歳
敷
、
、
必
護
常
平
、
恵
民
諸
倉
粟
、
或
平
慣
以
耀
、
或
貸
以
種
食
、
或
直
以
振
給
之
、
無
分
於
主
客
戸
。
不

足
、
則
遣
使
馳
停
、
稜
省
倉
或
轄
漕
粟
於
他
路
、
或
募
富
民
出
銭
粟
、
酬
以
官
爵
、
勧
諭
官
吏
、
許
書
暦
為
課
。
裁
選
e

放
以
済
貧
乏
者
、

つ
ま
り
富
民
に
頼
る
の
は
最
後
の
手
段
の
一
つ
で

秋
成
、
官
為
理
償
。
又
不
足
、
則
出
内
臓
、
或
奉
康
庫
金
島
、
曹
桐
部
度
僧
牒
。
」

あ
っ
て
、
地
方
に
散
在
す
る
賑
済
用
の
常
平
倉
、
恵
民
倉
と
省
倉
米
の
賑
給
で
間
に
合
わ
ぬ
時
に
納
粟
補
官
が
行
な
わ
れ
る
の
で
あ

宋代進納制度についての一考察

る
。
一
方
、
富
民
も
こ
の
様
に
し
て
と
ら
れ
た
措
置
に
こ
た
え
、
実
際
に
賑
値
に
貢
献
し
て
い
る
。
そ
の
例
の
一
つ
は
、
朱
裏
が
淳
照

七
年
知
南
康
軍
を
務
め
た
と
き
の
早
ば
つ
に
対
処
す
る
措
置
に
見
ら
れ
る
。
朱
裏
の
朱
文
公
文
集
巻
二
十
七
〈
奥
江
東
尤
提
挙
剖
子
〉

で
当
時
も
っ
と
も
必
要
な
の
は
賑
耀
米
で
、
南
康
軍
の
擢
米
者
は
五
人
中
一
人
で
、
全
部
で
約
数
万
人
あ
り
、

一
個
月
の
必
要
米
は
ほ

ぽ
三
万
石
に
な
る
と
述
べ
、
続
け
て
、
そ
の
賑
耀
米
の
出
所
の
目
安
を
常
平
米
と
本
軍
の
能
糧
で
二
個
月
分
、
上
戸
に
勧
諭
し
た
数
で

一
個
月
補
な
え
る
と
述
べ
、
大
委
の
収
穫
期
迄
は
間
に
合
わ
ず
、
都
陽
か
ら
五
高
徐
石
分
け
て
貰
え
ば
、
後
不
足
分
一
個
月
は
な
ん
と

か
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
の
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
之
の
文
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
南
康
軍
の
賑
耀
必
要
期
間
は
約
六
個
月

で
、
そ
の
内
の
六
分
の
一
を
負
担
し
た
の
が
上
戸
の
進
納
米
で
あ
る
。
な
お
上
戸
の
負
担
分
の
中
、
進
納
標
準
に
達
し
た
実
際
量
と
そ

の
運
用
は
同
書
別
集
巻
十
〈
行
下
普
作
賑
帯
雨
日
〉
に
次
の
様
に
侍
え
て
い
る
。
「
契
勘
、
本
軍
管
属
早
傷
尤
甚
、
細
民
闘
食
、
巳
行

25 

下
三
勝
抄
剖
到
闘
食
戸
口
人
数
申
軍
及
勧
諭
到
上
戸
張
世
亨
等
四
名
、
依
格
承
認
賑
酒
米
共
一
高
九
千
石
及
依
僚
取
撰
常
平
義
倉
米
、

自
淳
照
八
年
正
月
以
後
、
縁
管
属
寒
雪
、
本
軍
行
下
属
牒
将
賑
耀
人
戸
、
一
例
賑
漕
雨
日
。
」
つ
ま
り
四
名
の
進
納
数
が
一
高
九
千
石

で
南
康
軍
の
闘
食
人
口
数
高
人
の
約
二
日
分
を
常
平
義
倉
米
を
補
な
っ
て
賑
済
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
こ
の
皐
ば
つ
で
南
康

草
が
実
際
に
賑
掘
を
行
な
っ
た
期
聞
は
淳
照
八
年
正
月
一
日
よ
り
閏
三
月
終
り
ま
で
の
四
個
月
間
で
、
一
人
一
日
分
の
賑
糖
量
は
米
の
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（

7
）
 

場
合
大
人
一
升
、
小
児
半
升
、
穀
の
場
合
大
人
二
升
、
小
児
一
升
で
あ
る
。
必
要
の
約
六
個
月
分
と
は
又
差
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も

（

8）
 

四
個
月
分
も
の
賑
鰹
期
間
を
可
能
に
し
た
陰
に
は
上
戸
の
進
納
に
よ
る
一
高
九
千
石
の
助
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
宋
史
巻
一
七
八
で
高
宗
以
後
の
状
況
を
「
紹
興
以
来
、
歳
有
水
阜
、
韓
常
平
義
倉
、
或
済
、
或
糖
、
或
貸
知
恐
不
及
。
然

首
相
賦
難
之
際
、
兵
食
方
急
、
儲
蓄
有
限
、
市
賑
給
無
窮
、
復
以
爵
賞
誘
富
人
相
奥
補
助
、
亦
権
宜
不
得
己
之
策
也
。
」
と
述
べ
て
い
る

様
に
、
責
官
を
し
て
迄
、
富
民
に
頼
る
こ
と
は
必
ら
ず
し
も
理
想
的
な
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
は
己
む
を
得
な
い
手
段
で
あ
っ
た
。
故

に
避
け
ら
れ
た
ら
避
け
る
べ
き
で
あ
る
が
、
賑
済
は
と
も
か
く
、
実
際
に
は
、
軍
儲
、
博
擢
と
種
種
の
名
目
の
下
で
寅
官
が
行
な
わ
れ

て
い
る
。
以
下
表
ハ
門
に
見
る
賑
糟
以
外
の
例
を
幾
っ
か
取
り
上
げ
て
説
明
す
る
。

表
付
の
問
問
仰
は
黄
河
の
堤
防
が
決
潰
し
た
為
に
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
修
河
用
の
稗
草
の
進
納
を
勧
め
て
い
る
。
こ
の
度
の
黄
河

の
水
害
は
馬
端
臨
の
文
献
通
考
巻
二
十
六
に
そ
の
被
害
が
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
慶
暦
八
年
河
北
・
京
東
西
大
水
、
大
鱗
、

人
相
食
。
詔
出
三
司
銭
吊
賑
之
。
流
民
入
京
東
者
不
可
勝
数
。
知
育
州
富
弼
揮
所
部
豊
稔
者
五
州
、
勧
民
出
粟
得
十
五
高
斜
、
益
以
官

庫
、
随
所
在
貯
之
、
揮
公
私
虚
舎
十
銭
高
区
、
散
慮
其
人
以
便
薪
水
。
：
・
及
流
民
特
復
業
、
又
各
以
遠
近
受
糧
、
凡
活
五
十
徐
高
人
。
」

災
害
の
悲
惨
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
が
あ
る
。
飢
民
の
賑
済
は
無
論
重
要
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
つ
で
、
も
っ
と
も
緊
急
な
の
は
修
河

で
あ
る
。
稗
草
の
進
納
は
こ
の
為
に
取
っ
た
措
置
で
あ
る
。

表
パ
門
の
削
！
側
迄
の
聞
は
神
宗
朝
で
、
乙
の
時
代
の
進
納
補
官
の
状
態
を
王
詠
の
宋
朝
燕
翼
斡
謀
録
巻
五
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

納
粟
補
官
、
始
以
握
飢
、
後
以
募
民
賓
粟
予
遁
。
自
王
安
石
開
遁
、
園
用
不
足
、
而
致
粟
子
遁
頗
襲
、
感
募
者
寡
。

つ
ま
り
遁
地
へ
の
入
粟
の
為
に
賓
官
が
行
な
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
表
か
ら
見
る
限
り
、
当
時
、
こ
の
種
の
官
告
は
頻
繁
に
寅
出
さ
れ

た
様
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
神
宗
朝
も
責
官
に
は
、
い
た
っ
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
史
料
に
見
る
限
り
、
賑
済
時
に
は
常
平
倉



を
よ
く
活
用
し
、
官
告
よ
り
も
度
牒
を
多
く
利
用
し
て
い
る
様
で
、
こ
れ
は
あ
る
面
で
は
王
安
石
の
財
政
に
対
す
る
努
力
の
一
端
で
は

な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。
入
粟
官
告
の
寅
れ
行
き
が
よ
く
な
い
の
は
王
株
が
述
べ
た
．
様
に
謹
地
へ
の
運
搬
が
困
難
で
あ
る
こ
と
に

も
よ
る
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
表
付
の
聞
に
見
る
様
に
、
こ
の
時
代
は
進
納
官
法
に
数
多
く
の
制
限
を
加
え
て
お
り
、
む
や
み
に

買
官
を
奨
励
し
て
は
い
な
い
結
果
だ
と
も
言
え
る
。

表
ハ
門
の
川
内
！
側
迄
ゆ
徽
宗
朝
で
、
賑
済
用
の
も
あ
る
が
、
封
棒
用
に
名
を
借
り
て
銭
を
入
中
せ
し
め
、
試
験
を
免
じ
て
注
官
す
る
様

宋代進納制度についての一考察

な
進
納
官
優
遇
策
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
無
能
な
宮
を
増
す
だ
け
で
宋
代
の
責
官
史
か
ら
見
れ
ば
、
最
悪
の
時
期
に
な
る
、
宋

会
要
輯
稿
（
以
下
「
宋
会
要
」
と
略
す
）
職
官
五
十
五
大
観
四
年
二
月
二
十
七
日
に
臣
僚
は
当
時
の
状
況
を
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

朝
廷
以
三
路
財
用
少
乏
、
遁
儲
未
畳
、
近
年
以
来
、
出
頒
保
持
仕
郎
等
告
牒
、
比
之
往
識
不
菅
数
十
倍
、
凡
富
商
巨
頁
、
乗
時
射

・
利
：
・
候
便
纏
之
急
、
則
高
債
以
中
官
。
如
仮
特
仕
郎
官
直
三
千
二
百
縄
、
民
間
所
中
斜
斗
計
直
千
縮
、
必
高
撞
慣
例
以
就
。
一
侵
略

仕
郎
所
直
之
数
、
毎
得
三
分
之
調
糧
己
給
十
分
之
告
牒
。
由
是
一
保
持
仕
郎
、
其
直
止
一
千
飴
縄
、
非
特
富
商
巨
買
、
皆
有
入
仕

之
門
、
但
人
有
数
百
千
軽
貨
以
輔
易
三
路
、
則
千
縄
之
入
為
有
徐
、
人
人
可
以
濫
好
命
服
、
以
歯
仕
路
。
遂
致
此
流
遍
満
天
下
、

一
州
一
癖
無
慮
無
之
、
己
仕
者
約
以
千
計
、
見
在
吏
部
以
待
注
擬
者
不
下
三
百
人
。
是
皆
豪
滑
兼
井
之
徒
、
屠
酷
市
販
之
輩
・
：
且

一
任
俸
給
供
須
巳
償
其
直
、
又
率
食
職
窃
取
、
不
知
其
幾
倍
：
・
為
害
之
大
、
莫
甚
於
此
。
：
・
方
今
吏
部
員
冗
、
注
擬
不
行
、
正
以

入
流
繁
雑
、
在
所
澄
汰
、
縦
未
能
墨
絶
此
流
入
仕
之
源
、
亦
嘗
掛
酌
元
豊
之
数
市
減
節
之
。

商
人
が
入
中
糧
米
の
値
段
を
不
当
に
つ
り
上
げ
、
規
定
価
格
の
三
分
の
一
の
値
で
買
官
で
き
、
し
か
も
試
験
せ
ず
に
注
官
出
来
た
か
ら

冗
官
を
増
す
原
因
と
も
な
り
、
利
得
か
ら
見
れ
ば
、
売
手
の
政
府
の
損
失
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

27 

さ
い
わ
い
、
こ
の
様
な
無
節
制
ぷ
り
の
売
官
は
徽
宗
朝
の
み
で
、
南
宋
に
至
っ
て
、
例
え
ば
南
渡
初
期
、
官
詰
も
盛
ん
に
寅
り
出
さ
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れ
た
が
、
そ
れ
は
金
軍
の
侵
入
に
際
し
、
財
政
の
も
っ
と
も
苦
し
い
時
期
で
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
後
は
鱗
鐘
や
敵
軍
来
襲

の
様
な
緊
急
事
態
で
な
け
れ
ば
、
な
る
べ
く
責
官
よ
り
固
定
的
な
財
源
を
求
め
る
様
努
力
し
て
い
る
。

宋
代
進
納
官
の
種
類

表
件
に
よ
れ
ば
、
宋
代
で
は
曹
爵
も
、
責
官
も
行
な
わ
れ
て
お
る
。
た
だ
賓
爵
は
宋
初
の
太
宗
、
真
宗
時
代
に
わ
ず
か
な
が
ら
行

な
わ
れ
、
他
は
全
部
費
官
で
あ
る
。
表
ハ
門
の
山
の
原
文
は
「
川
詔
諸
州
軍
経
水
深
慮
、
許
有
物
力
戸
及
職
員
等
、
情
願
自
持
制
肘
引
充
助
官

中
賑
貸
、
嘗
奥
等
第
恩
津
酬
奨
。

一
千
石
賜
爵
一
級
、
二
千
石
奥
本
州
助
教
、
三
千
石
奥
本
州
文
学
、
四
千
石
試
大
理
評
事
、
三
班
借

職
、
五
千
石
奥
出
身
奉
職
、
七
千
石
奥
別
駕
不
筆
書
本
州
公
事
、
一
高
石
輿
殿
直
太
祝
。
」
と
あ
り
二
千
石
は
賜
爵
一
級
で
そ
れ
以
上
は

官
を
奥
え
ら
れ
て
お
る
。
表
ハ
門
の
凶
凶
で
は
「
爵
公
士
」
を
賜
う
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
爵
は
五
等
爵
と
は
違
っ
た
「
民
爵
」
で
、

で
、
嘗
時
の
賜
爵
の
表
現
は
「
爵
一
級
を
賜
う
」
が
普
通
叫
が
ハ
ワ
ー
山
に
あ

秦
漢
二
十
等
爵
制
に
見
ら
れ
、
そ
の
第
一
級
は
「
公
士
」

て
は
め
ら
れ
る
が
、
宋
代
の
こ
の
様
な
爵
制
の
実
情
及
び
そ
の
秦
漢
爵
制
と
の
関
連
は
不
明
で
あ
る
。
表
ハ
門
l
凶
に
見
ら
れ
る
「
陪
戎

副
尉
L

は
宋
史
巻
一
六
九
職
官
志
に
よ
れ
ば
武
散
官
の
従
九
品
で
あ
る
。

表
ハ
門
に
見
ら
れ
る
様
に
、
進
納
官
は
文
官
も
武
官
も
あ
る
。
文
官
の
補
官
対
象
は
主
に
進
士
で
あ
り
、
武
官
は
一
般
人
に
対
し
て
与

え
ら
れ
る
。
種
類
は
か
な
り
複
雑
で
、
殆
ん
ど
統
一
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
宋
代
の
官
僚
制
の
複
雑
さ
に
よ
る
が
、

原
因
は
神
宗
元
畳
、
徽
宗
呆
寧
、
政
和
と
高
宗
紹
興
年
間
に
そ
れ
ぞ
れ
官
制
改
革
が
行
な
わ
れ
た
為
に
も
よ
る
（
切
）
五
豊
改
制
の
目
的
は

も
う
一
つ
の

専
ら
有
名
無
実
の
本
官
と
差
遣
を
改
正
す
る
所
に
あ
る
為
、
宋
初
よ
り
単
純
に
な
り
、
後
代
更
に
手
を
加
え
ら
れ
は
し
た
も
の
の
、
南

宋
末
迄
、
官
制
の
標
準
と
さ
れ
、
こ
の
進
納
官
の
表
ハ
門
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

元
豊
以
後
の
新
官
を
知
る
こ
と
は
、
表
ハ
門
に
見
る



進
納
官
の
宋
代
官
制
に
お
け
る
位
置
づ
け
－
を
知
る
上
で
も
大
切
な
事
で
あ
る
故
、
以
下
和
田
清
氏
編
著
の
支
那
官
制
発
達
均
一
七
八
頁

以
下
の
表
と
宮
崎
市
定
氏
宋
代
官
制
序
説

rび
宋
史
巻
一
六
九
職
官
志
、
宋
朝
燕
翼
詰
謀
録
、
超
升
の
朝
野
類
要
等
を
参
照
し
、
崇
寧

以
後
の
改
革
も
含
め
て
、
表
ハ
門
と
関
連
あ
る
官
名
を
表
口
と
し
て
作
成
し
た
。
こ
の
中
で
は
い
ま
だ
位
置
付
け
を
決
め
か
ね
ず
、
検
討

を
待
つ
官
名
も
あ
る
が
（
表
内
で
は
そ
れ
を
〔
〕
で
表
わ
し
た
）
、
文
武
官
と
も
従
七
品
以
下
し
か
責
山
山
さ
れ
ず
、
も
っ
と
も
よ
く
賓
り
出

さ
れ
る
の
は
無
品
の
流
外
官
で
あ
っ
て
、
次
が
品
官
の
従
九
品
で
あ
る
。
下
等
官
を
数
多
く
ふ
や
じ
て
責
る
原
因
は
、
一
つ
に
は
値
段
が

宗代進納制度についての一考察

貴
い
高
等
官
は
富
民
で
も
容
易
に
買
え
る
人
が
少
な
い
為
で
、
も
う
一
つ
は
政
権
参
加
者
の
反
対
に
よ
る
為
で
あ
る
。

表ハ門
l
M問
附
に
見
ら
れ
る
の
は
、
南
宋
で
も
っ
と
も
高
値
で
買
出
さ
れ
た
例
で
、
通
直
郎
、
修
武
郎
は
建
炎
三
年
で
は
五
寓
絹
で
、

紹
興
元
年
の
場
合
修
武
告
は
四
高
五
千
貫
で
あ
る
。
当
時
は
南
渡
後
間
も
な
い
財
政
の
も
っ
と
も
困
難
な
時
期
で
、
表
ハ
門
｜
附
の
場
合
、

財
源
を
求
め
た
宰
相
の
詰
宗
手
等
は
高
債
で
高
官
を
責
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
の
道
を
聞
こ
う
と
し
た
官
）
し
か
し
六
月
に
欝
爵
令

を
発
し
た
が
、
表

H
l聞
に
見
る
九
月
に
は
、
尚
書
省
は
新
官
告
は
貴
す
ぎ
る
為
、
責
出
不
能
で
あ
る
と
報
告
し
、
値
段
を
下
げ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
李
心
得
建
炎
以
来
繋
年
要
録
巻
四
十
七
紹
興
元
年
九
月
戊
午
の
保
で
侍
御
史
沈
奥
求
は
詰
宗
予
を
論
じ
て
こ
の
習
爵
令

に
及
び
、
必
費
を
期
す
る
為
、
高
債
な
官
告
は
抑
配
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
為
止
民
は
苦
痛
に
陥
し
入
れ
ら
れ
る
と
し
て
、
値
段
を
増

や
し
た
こ
と
を
冠
宗
手
の
罪
状
の
一
ワ
に
数
え
、
挙
げ
て
い
る
。

実
際
こ
の
状
況
は
紹
興
末
に
も
見
ら
れ
た
。

要
録
巻
一
九
四
紹
興

三
十
一
年
十
一
月
壬
申
の
僚
に
は
、

詔
進
納
授
官
人
並
損
其
直
十
分
之
一
、
奥
免
鐙
試
、
の
作
上
書
献
策
名
目
、
理
為
官
戸
、
永
不
衝
改
。
自
下
欝
爵
令
半
年
、
願
就

初
品
文
階
者
縁
一
人
。
言
者
請
損
其
直
以
招
来
之
、
故
有
是
命
。

29 

と
あ
り
、
高
債
で
費
り
出
せ
な
い
官
詰
を
優
遇
候
件
は
そ
の
ま
ま
残
し
、
値
段
の
み
一
割
引
き
し
て
い
る
。
宋
会
要
職
官
五
十
五
孝
宗
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表
（ゴ【元

豊
以
後
の
新
宮
】

文
階（
新
官
）

承
議
郎

奉
議
郎

通
直
郎

貫
教
郎
（
元
・
宣
徳
郎
）

宣
義
郎

承
事
郎

承
奉
郎

承
務
郎

承
直
郎

儒
林
郎

文
林
郎

従
事
郎

（
政
和
六
年
後
）

通
仕
郎
↓
従
政
郎

登
仕
郎
↓
修
職
郎

将
仕
郎
↓
迫
功
郎

仮
承
事
郎
↓
通
仕
郎

仮
承
泰
郎
－
｝
↓
登
仕
郎

仮
承
務
郎
一

太
廟
策
郎

仮
将
仕
郎
↓
将
仕
郎

〔
文
学
〕

〔
助
教
〕

官京人選

従心正し従 正従官
九 w 九”八 w 八七品

宋
初

太
子
中
允
・
賛
善
大
夫
・
洗
馬

著
作
佐
郎
・
大
理
寺
丞

光
禄
・
衛
尉
寺
丞
・
将
作
監
丞

大
理
評
事

太
祝
奉
躍
郎
〔
諸
州
別
駕
長
史
司
馬
〕

校
書
郎
正
字
・
将
作
監
主
簿

作。，，従
J¥ 

留
守
節
察
判
官

節
察
掌
書
記
・
支
使
・
防
圏
判
官

留
守
節
察
推
官
・
軍
事
判
官

防
圏
推
官
・
軍
監
判
官

従正．
九九”

録

事

参

軍

・

豚

令

｝

試

街

懸

令

・

知

録

事

一

山

富
巡
判
官
・
司
理
・
司
法
・
司
戸
・
一
副

王
簿
尉
〔
諸
州
司
士
・
文
学
・
助
教
〕
『

試
大
理
評
事

試
秘
書
省
正
字

鑑
一
日
間

太
廟
策
郎

修敦武武（武
武武翼義新階
郎郎郎郎官

巨大副諸｜

一色J!司政
官朝升和

正従官
。八ク七品

Jt 

官職幕

従
義
郎
｝

乗
義
郎
一

中
訓
郎
一

中
湖
郎
一
州
一

成
忠
郎
一
回

保
義
郎
一

承
節
郎
一

承
信
郎
一

進
武
校
尉

進
義
校
尉

下
班
祇
感

進
武
副
尉

進
義
副
尉

守
閥
進
義
副
尉

進
勇
副
尉

守
閥
進
勇
副
尉

豊

宋
初
）

内
殿
承
制

内
殿
山
宗
班

従 正従
H 九 H " H 九 M 八

東
頭
供
奉
官

西
頭
供
奉
官

左
侍
禁

右
侍
禁

左
班
殿
直

右
班
殿
直

三
班
奉
職

三
妊
借
職

〔
陪
戒
副
尉
〕

三
班
差
使

コ
一
班
借
差

殿
侍
大
将
（
二
一
司
大
将
）

正
名
終
軍
（
三
司
軍
将
）

守

閥

将

軍

（

か

）

鑑
…
口
問



隆
典
二
年
六
月
一
日
戸
部
の
状
に
よ
れ
ば
、
期
限
内
に
責
り
出
す
の
と
、
高
債
の
為
に
抑
配
せ
ね
ば
な
ら
、
ず
、
何
人
か
に
命
り
て
く
じ

引
き
で
授
官
者
を
ぎ
め
、
他
は
銭
の
み
追
求
さ
れ
て
名
無
く
、
大
い
に
弊
害
を
蒙
む
っ
た
。
そ
れ
で
小
額
面
の
官
詰
の
み
責
り
横
け
、

他
は
尚
書
省
に
送
り
返
し
、
販
買
を
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
あ
る
。

民
が
よ
り
買
い
易
い
為
に
は
官
詰
を
小
額
面
の
小
官
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
措
置
は
表
ハ
門
l
闘
に
見
る
様
に
建
炎
年
間
す
で
に

取
ら
れ
、
中
産
の
家
が
献
納
し
易
い
様
に
と
、
も
と
の
進
納
官
よ
り
小
額
の
小
官
六
等
を
ふ
や
し
て
い
る
。
こ
の
措
置
は
紹
興
元
年
九

宋代進納制度についての一考察

月
（
表
ハ
門
l
削
）
に
宰
担
氾
宗
矛
の
去
っ
た
後
、
再
び
採
用
さ
れ
、
新
た
に
額
面
を
小
さ
く
し
た
他
の
や
や
上
級
の
官
詰
を
加
え
て
、

後
の
進
納
標
準
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

小
官
を
増
や
し
た
も
う
一
つ
の
理
由
は
科
挙
出
身
者
が
宋
代
の
士
大
夫
官
僚
の
主
流
を
な
し
て
い
た
為
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
政
権
を

牛
耳
る
科
挙
の
成
功
者
達
を
中
心
と
す
る
士
大
夫
達
は
、
学
に
乏
し
い
買
官
者
逮
の
官
職
獲
得
を
好
ま
ず
、
常
に
そ
の
官
界
進
出
を
妨

（

M
）
 

げ
る
努
力
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
徽
宗
即
位
後
間
も
な
く
、
盛
ん
に
寅
官
を
し
た
為
、
苦
純
粋
は
次
の
様
に
論
じ
て
い
る
。

園
法
固
許
進
納
取
官
、
然
未
嘗
聴
其
理
選
。
今
西
北
三
路
許
納
三
千
二
百
繕
買
粛
郎
、
四
千
六
百
絹
買
供
奉
職
、
並
免
試
注
官
。

夫
天
下
士
大
夫
服
勤
至
於
黍
死
、
不
需
世
思
、
其
富
民
婿
商
揖
銭
千
高
、
則
可
任
三
子
、
縞
為
朝
廷
惜
之
。

進
納
買
官
の
法
の
存
在
は
認
め
て
も
、
進
納
者
が
実
際
に
官
職
に
就
く
こ
と
を
士
大
夫
と
の
慮
遇
に
対
比
し
、
反
対
し
た
。

李
欝
…
の
績
資
治
通
鑑
長
編
（
以
下
「
長
編
」
と
略
す
）
巻
三
八
六
哲
宗
一
花
祐
元
年
八
月
己
酉
及
び
巻
三
九
七
翌
年
三
月
辛
巴
の
記
事

で
監
察
御
史
上
官
均
は
再
度
に
わ
た
り
冗
官
の
弊
を
論
U
、
進
納
官
は
文
職
の
入
流
官
の
四
源
で
あ
る
進
士
、
補
蔭
、
納
粟
補
官
、
百

－
司
青
吏
の
中
で
最
も
官
僚
に
な
る
資
格
の
な
い
も
の
と
し
て
、
冗
官
を
減
ら
す
為
に
も
完
全
に
罷
め
る
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
。

31 

し
か
し
、
よ
り
健
全
な
財
政
を
取
れ
ぬ
以
上
、
士
大
夫
官
僚
も
完
全
に
進
納
に
よ
る
財
源
を
否
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
長
編



32 

巻
四
二
二
元
祐
四
年
二
月
己
巴
の
候
に
、
右
正
言
劉
安
世
は
、
そ
の
前
年
よ
り
の
早
ば
つ
を
憂
い
、
諸
路
に
命
ビ
て
官
庫
を
充
た
す
様

心
掛
け
、
そ
れ
が
出
来
ね
ば
、
富
民
を
勧
誘
し
納
粟
せ
し
め
、

「
開
官
」
を
報
償
と
し
て
輿
え
る
様
上
奏
し
て
い
る
。

「
間
宮
」
と
は

名
目
だ
け
の
官
に
他
な
ち
な
い
。
同
じ
巻
三
九

O
元
祐
元
年
十
月
丁
未
の
燥
に
翰
林
学
士
蘇
載
は
冗
官
の
弊
の
討
論
に
あ
た
っ
て
、
持
参

奏
名
官
を
減
ら
す
方
法
と
し
て
「
不
出
官
の
名
街
」
を
奥
ぇ
、
「
虚
名
の
一
官
」
を
得
て
白
丁
に
な
ら
ず
に
済
め
ば
彼
等
も
恨
む
こ
と

は
な
い
と
し
て
い
る
。
特
奏
名
進
士
に
出
仕
の
機
会
を
奥
え
な
い
ぐ
ら
い
で
あ
る
か
ら
進
納
入
に
対
し
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

以
上
二
つ
の
小
額
面
の
官
詰
を
多
く
責
出
し
た
原
因
を
同
時
に
論
ビ
た
の
が
李
綱
の
梁
お
先
生
全
集
巻
一
百
三
〈
奥
右
相
懐
具
事
宜

割
子
〉

で
あ
る
。

綱
昨
過
衡
州
、
羅
見
都
督
行
府
割
子
頒
降
官
告
勧
誘
上
戸
進
納
、
文
臣
自
宣
教
郎
至
迫
功
郎
、
武
臣
自
修
武
郎
至
承
信
郎
、
債
直

言
妻
、
計
銭
六
十
一
言
。
内
宣
教
郎
六
言
、
迫
功
郎
一
高
、
其
鈴
升
降
各
以
高
五
千
貫
為
率

J
勘
、
自
来
進
納
文
臣
、

止
於
判
司
簿
尉
、
遇
有
功
改
宮
即
韓
入
右
列
、
蓋
所
以
清
流
品
、
重
名
器
也
。

A
7
以
京
朝
官
許
之
進
納
、
恐
失
本
意
。
又
上
戸
之

家
、
雄
有
物
力
、
安
能
目
前
具
六
高
橋
以
買
一
官
。
若
分
科
衆
戸
、
則
亦
知
此
官
嘗
使
誰
受
。
綱
謂
不
若
以
一
宣
教
郎
分
為
六
迫

功
郎
、
倣
此
以
行
、
則
上
戸
易
於
出
財
、
人
情
幾
於
入
仕
。
州
牒
勧
誘
不
至
費
力
、
又
無
軽
名
器
之
患
、
就
不
宣
己
之
中
、
此
為

長
策
。
佑
於
諸
郡
量
減
分
数
、
庶
幾
不
至
喝
津
、
易
於
栓
嫌
。

大
体
の
意
味
は
京
朝
官
の
様
な
上
級
官
階
を
責
る
べ
き
で
は
な
く
、
更
に
高
債
で
一
つ
の
高
官
を
抑
配
す
る
よ
り
も
、
値
段
を
下
げ
、

小
額
面
を
増
や
し
た
方
が
買
い
手
に
喜
ば
れ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
様
な
理
由
で
進
納
入
に
奥
え
ら
れ
る
官
は
虚
名
の
未
出
宮
が
適
雷
、
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
未
出
官
は
未
入
流
官
で
宋
史
巻
一

五
八
選
挙
志
科
目
下
に



崇
寧
二
年
、
定
選
人
七
階
、
日
承
直
郎
、
日
儒
林
郎
、
日
文
林
郎
、
日
従
事
郎
、
日
通
仕
郎
、
日
登
仕
郎
、
日
持
仕
郎
。
政
和
間

改
通
仕
為
従
政
、
登
仕
為
修
職
、
持
仕
為
迫
功
。
市
専
用
通
仕
、
登
仕
、
特
仕
三
階
奏
補
未
出
官
人
。

と
あ
り
、
政
和
の
官
制
改
革
後
、
奏
補
者
に
奥
え
る
未
出
官
は
通
仕
、
登
仕
、
特
仕
郎
で
あ
る
。
未
出
官
に
つ
い
て
、
朝
野
類
要
巻
二

で
は
「
謂
文
学
、
助
教
、
特
仕
、
通
仕
、
登
仕
、
下
班
、
資
法
之
類
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
北
宋
の
と
対
醸
し
た
の
が
宋
朝
燕
翼
詰
謀
録

巻
コ
一
〈
奏
薦
以
服
層
〉

の
次
の
文
に
見
ら
れ
る
。

宋代進納制度についての一考察

乾
興
元
年
、
仁
宗
皇
帝
登
賓
位
、
八
月
令
学
士
院
試
諸
州
進
奉
賀
登
位
人
。
曾
挙
進
士
、
試
大
理
評
事
。
曾
挙
諸
科
、
試
秘
書
省

正
字
。
徐
試
校
書
郎
。
不
願
試
人
、
太
廟
粛
郎
。
凡
四
等
。
試
大
趨
評
事
、
元
豊
為
俄
承
事
郎
、

A
7
為
通
仕
郎
、
出
官
従
事
郎
。

試
秘
書
省
正
字
、
元
豊
為
偲
承
奉
郎
、

A
7
為
登
仕
郎
、
出
官
迫
功
郎
。
太
廟
粛
郎
、
元
豊
未
改
、

A
7
為
特
仕
郎
、
出
官
亦
迫
功
郎
。

其
後
例
補
特
仕
郎
、
惟
宰
執
得
登
仕
郎
。

ま
ず
元
豊
新
官
制
以
後
を
例
に
表
ハ
門
と
表
口
を
合
わ
せ
て
参
考
し
、
宋
代
の
進
納
入
に
奥
え
る
官
を
説
明
す
る
と
、
文
官
で
は
最
高

京
官
を
越
え
る
こ
と
な
く
、
武
官
で
は
殆
ん
ど
が
大
使
臣
以
下
で
あ
り
、
も
っ
と
も
多
く
賓
ら
れ
た
の
は
品
官
で
は
最
低
の
従
九
品
で
、

以
下
文
官
は
流
外
の
初
級
で
あ
る
太
廟
策
郎
も
し
く
は
将
仕
郎
と
そ
の
又
下
位
の
文
学
、
助
教
で
あ
り
、
武
官
で
は
同
じ
く
流
外
の
進

武
、
進
義
校
尉
と
副
尉
で
あ
る
。
こ
の
様
な
小
官
、
特
に
虚
名
で
あ
る
未
出
官
が
多
く
責
り
出
さ
れ
た
の
は
、
以
上
述
べ
た
二
つ
の
原

因
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
多
方
面
に
関
連
あ
る
問
題
で
今
後
更
に
検
討
を
重
ね
、
解
明
す
る
必
要
の
あ
る
課
題
で
あ
る
。

四

賢
官
の
劃
象
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宋
代
賞
官
制
は
ど
の
様
な
人
を
対
象
と
し
て
勧
誘
し
、
ど
の
様
な
制
限
が
あ
る
か
、
更
に
如
何
な
る
人
に
対
し
て
優
遇
が
奥
え
ら
れ
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る
か
、
以
下
三
項
に
分
け
て
考
察
す
る
。

I 

財
力
に
よ
る
勧
誘

寅
官
は
最
初
賑
済
の
為
に
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
故
、
対
象
は
倉
貯
の
あ
る
人
か
、
又
は
米
穀
を
進
納
で
き
る
人
に
限
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
後
で
は
石
を
単
住
と
し
た
賓
物
の
進
納
で
は
な
し
に
貫
・
繕
で
換
算
し
て
現
銭
を
進
納
す
る
方
針
を
取
っ
た
様
で
あ
り
、
財

産
が
あ
れ
ば
誰
で
も
対
象
に
な
り
得
た
。
以
下
表
ハ
門
を
参
考
に
し
て
み
る
と
、
こ
れ
等
の
対
象
は
「
有
物
力
戸
」

「
職
員
」

「
富
民
」

「
進
士
」
「
学
究
」
「
習
一
一
一
史
」
「
諸
色
人
」
「
富
商
巨
買
」
「
第
一
等
以
上
人
戸
」
「
中
産
之
家
」
「
富
室
上
戸
」
等
あ
る
。
こ
の
他
表
ハ
門

に
挙
げ
て
い
な
い
例
を
一
部
次
に
一
部
す
と
、

山
（
照
寧
三
年
十
二
月
辛
巳
）
進
納
出
身
人
、
例
除
京
官
、
至
有
経
軍
思
遷
至
陸
朝
官
者
頗
多
、
札
炉
掛
伊
ム
が
か
か
お
、
皆
免
州
師
脚
色
役
。

。。

間
（
元
祐
元
年
三
月
戊
辰
）
燕
復
、
火
山
箪
三
界
首
、
唐
隆
鎌
一
商
人
也
。
入
粟
得
司
戸
参
草
。

l
l以
上
長
編
巻
二
一
八
、
一
二
七

。ω（
紹
照
五
年
十
一
月
二
日
）
詔
臨
安
府
笠
す
慮
、
見
行
滑
耀
、
・
：
令
吏
部
給
空
名
付
身
：
・
委
守
臣
措
置
、
勧
諭
怠

B
b一
向
及
酢
か
容

。旅、
照
立
定
銭
数
、
佑
直
時
債
米
入
官
。
会
要
職
官
五
十
五
。

以
上
検
討
す
る
と
、
「
弁
兼
有
力
之
家
」
「
商
人
」
「
富
室
上
戸
」
「
四
方
客
旅
」
等
あ
り
、
前
文
の
表
ハ
門
に
見
る
例
を
も
合
わ
せ
考
え
る

と
、
こ
れ
等
の
買
官
者
は
宋
代
諸
史
料
に
よ
く
見
か
け
る
上
戸
、
豪
富
兼
井
之
家
、
商
人
に
外
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
進
納
対
象
は
富

家
、
上
戸
と
大
金
の
融
通
の
き
く
荷
人
で
あ
り
、
原
則
と
し
て
、
第
一
等
以
下
の
戸
に
対
す
る
抑
勤
は
許
さ
れ
な
い
。
ご
の
事
は
宋
会

要
食
貨
四
十
高
宗
紹
興
三
年
四
月
九
旦
戸
部
尚
書
黄
叔
敢
の
次
の
報
告
に
見
ら
れ
る
。
「
・
：
被
旨
給
降
空
名
官
告
、
於
漸
西
州
軍
勧
誘

博
擢
米
五
＋
高
石
、
馬
料
一
十
高
石
。
：
・
叔
敢
等
欲
従
朝
廷
分
遣
官
各
認
一
州
同
逐
州
勝
守
令
体
度
賓
有
斜
斗
之
家
、
随
力
勧
誘
博
耀
、



更
不
遍
及
下
戸
。

A7候
画
下
項
、

一
、
今
来
擢
買
根
斜
、
只
於
富
貰
積
載
之
家
、
不
拘
宮
戸
、
唖
p
o
－
－
－
一
、
所
擢
斜
斗
令
今
来
分
定

逐
州
所
委
官
、
各
仰
朗
親
遍
詣
諸
州
牒
奥
生
試
令
佐
、
公
共
商
議
、
釆
訪
賓
有
識
蓄
米
斜
之
家
、
推
排
勧
誘
博
権
、
所
貴
貧
民
下
戸
獲

免
科
配
。
」
こ
の
中
で
は
官
戸
、
編
戸
に
関
わ
ら
ず
、
共
に
対
象
と
な
る
が
、
下
戸
に
及
ぶ
こ
と
は
避
け
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
く
迄
原
別
で
あ
っ
て
、
財
政
状
況
が
苦
し
け
れ
ば
、
表
ハ
門
｜
聞
に
あ
る
様
に
「
中
産
の
家
」
も
進
納
し
易
い
様

に
小
額
面
の
小
宮
を
増
や
し
、
更
に
悪
化
す
れ
ば
下
戸
に
も
抑
配
が
及
ぶ
の
で
あ
る
。
以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。

宋代進納制度についての一考察

①
（
紹
興
六
年
四
月
乙
卯
）
殿
中
侍
御
史
周
秘
：
・
言
：
・
近
者
召
人
買
爵
、
州
牒
因
市
為
姦
、
名
為
勧
誘
、
恐
其
不
免
抑
配
、
名
召
富

民
、
其
賞
均
於
下
戸
。

l
要
録
巻
一

0
0。

②
（
紹
興
六
年
五
月
戊
寅
）
殿
中
侍
御
史
石
公
撲
言
、
州
勝
勧
誘
欝
爵
、
不
問
貧
富
、

③
（
寧
宗
嘉
定
十
二
年
正
月
二
十
九
日
）
臣
僚
言
、
国
家
自
残
虜
議
盟
之
後
、
調
度
寝
虞
、
遂
下
欝
爵
之
令
、
以
佐
軍
興
。
監
司
、

一
例
科
配
。
要
録
巻
一

O
一。

帥
守
非
不
欲
悉
意
奉
承
、
期
於
趣
嫌
。
然
州
勝
之
間
竿
有
謄
令
者
、
官
無
以
為
策
、
未
免
科
配
。
或
令
富
室
鳩
金
共
買
、
或
将
税

戸
計
産
敷
銭
、
物
慣
既
定
、
往
往
決
得
失
於
呼
直
一
榔
之
問
。
宋
会
要
職
官
六
十
二
。

最
初
は
勧
誘
で
あ
る
が
、
結
局
は
抑
配
に
な
り
、
下
戸
貧
民
と
も
科
配
さ
れ
、
分
担
金
を
決
め
て
、

一
つ
の
官
告
を
共
買
し
、
授
官
者

は
く
む
（
さ
い
こ
ろ
？
）
で
得
失
を
き
め
る
、
と
い
う
最
悪
の
状
態
も
起
、
っ
て
い
る
。

II 

法
に
よ
る
進
納
者
の
制
限

以
上
述
べ
て
来
た
の
を
見
る
と
、
財
力
が
あ
れ
ば
誰
で
も
買
官
出
来
る
様
で
は
あ
る
が
、

一
つ
の
制
限
が
あ
る
。
そ
れ
は
犯
罪
者
に

対
し
て
で
、
進
納
し
で
も
補
官
は
許
さ
れ
ず
、
家
人
を
代
り
に
推
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
以
下
は
そ
の
例
で
あ
る
。
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①
（
真
宗
景
徳
二
年
四
月
乙
巳
）
閤
門
紙
候
郭
盛
言
、
洪
州
南
康
軍
民
李
士
衡
等
、
願
輸
米
賑
鱗
民
、
請
詔
奥
官
。
上
回
、
若
其
人
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曾
犯
刑
憲
、
不
可
授
以
官
秩
、
聴
本
家
次
第
親
層
代
之
。
ー
長
編
巻
五
十
九
。

②
（
高
宗
紹
興
三
年
十
一
月
十
七
日
）
吉
州
進
士
段
元
躍
言
、
己
献
納
銭
六
千
貫
、
合
補
迫
功
郎
。
縁
元
趨
曾
経
杖
資
、
不
敢
陳
乞

補
官
、
止
乞
計
慣
給
還
度
牒
。
詔
奥
補
受
承
信
郎
。

③
（
孝
宗
乾
道
八
年
四
月
十
六
日
）
襲
茂
良
言
、
吉
州
太
和
牒
税
戸
陳
龍
藻
献
米
一
高
石
賑
清
、
乞
於
内
特
五
千
石
賞
、
補
長
男
徳

元
武
官
、
並
特
五
千
石
賞
、
補
第
三
男
悼
文
資
。
其
陳
徳
元
本
是
士
人
、
難
曾
陥
刑
畔
、
審
量
其
人
器
資
豊
偉
、
可
以
事
之
武
階
。

詔
陳
熔
依
所
乞
奥
補
右
迫
功
郎
、
飴
一
名
令
別
具
陳
乞
。
｜
以
上
宋
会
要
職
官
五
十
五
。

以
上
、
刑
憲
を
犯
し
た
者
、
杖
責
を
受
け
た
者
、
刑
畔
に
陥
っ
た
者
と
あ
る
が
、
②
に
挙
げ
た
杖
責
を
受
け
た
者
の
み
官
を
授
け
ら
れ
、

表
ハ
門
！
聞
に
従
が
え
ば
、
承
信
郎
は
五
千
五
百
貫
で
あ
る
か
ら
、
五
百
貫
分
差
し
引
き
さ
れ
た
ご
と
に
な
る
。
他
は
進
納
品
は
受
け
取

る
が
、
家
人
を
代
り
に
補
官
す
る
様
命
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
慮
置
は
、
刑
罰
の
軽
重
に
よ
り
、
補
｛
民
出
来
る
か
否
か
の
規
定
も
あ

る
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

m
M
 

進
納
者
の
身
分
に
よ
る
優
遇

表
片
｜
側
一
同
に
挙
げ
ら
れ
た
’
様
に
、
進
士
と
、
進
士
で
な
い
と
で
補
官
の
種
類
も
違
っ
て
来
る
。
進
士
に
は
文
官
を
奥
え
る
の
が
一

般
で
、
進
士
で
な
い
人
に
は
武
官
を
輿
え
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
実
際
に
は
諸
敷
令
か
ら
見
れ
ば
、
文
武
官
告
の
値
段
を
き
め
て
、

文
武
に
関
わ
ら
ず
、
そ
の
官
告
に
見
あ
わ
せ
た
銭
穀
を
納
め
れ
ば
、
誰
で
も
文
官
は
得
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
い
る
。
進
納
額
が
文
官
に

達
し
な
け
れ
ば
、
進
士
で
も
武
官
し
か
得
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
例
で
は
、
進
士
と
か
、
太
学
生
と
か
、
科
挙
体
制
に
身
を
置
い
て

い
る
人
達
は
、
文
官
を
目
あ
て
に
進
納
し
て
い
る
様
で
あ
る
。
こ
の
外
、
文
武
同
額
面
の
場
合
は
、
進
納
者
の
選
捧
を
許
す
こ
と
も
あ

る
。
又
進
納
額
が
文
階
の
標
準
に
達
せ
ず
、
武
官
を
得
る
を
好
ま
ぬ
進
士
に
は
補
助
手
段
と
し
て
、
表
ハ
門
｜
聞
に
見
る
様
に
、
文
解
次



数
を
そ
の
額
に
照
ら
し
て
免
ず
る
こ
と
で
報
償
と
す
る
場
合
も
あ
る
。
以
下
例
を
挙
げ
て
説
明
を
進
め
る
。

①
（
乾
道
八
年
五
月
二
十
八
日
）
知
観
州
玉
桓
言
、
本
州
去
年
荒
歌
、
徐
干
牒
進
士
董
時
敏
鰹
米
一
高
三
百
石
、
築
平
牒
進
士
程
輯

耀
米
四
千
三
百
石
、
徳
輿
鯨
葺
簡
韓
米
四
千
石
：
・
。
詔
董
時
敏
奥
補
右
迫
功
郎
。
程
帯
奥
免
文
解
雨
次
。
董
簡
奥
補
進
武
校
尉
。

ー
宋
会
要
職
宮
五
十
五
。

こ
の
進
納
を
行
な
っ
た
年
、

つ
ま
り
乾
道
七
年
の
救
令
に
照
ら
す
と
表
ハ
門
l
聞
に
嘗
る
。
賑
鰹
米
は
半
減
し
て
賞
を
奥
え
る
と
あ
る
か

ら
賑
済
額
の
倍
で
同
ピ
官
を
受
け
る
事
に
な
る
。
そ
の
年
、
進
納
に
指
定
さ
れ
た
最
高
の
文
官
は
迫
功
郎
で
賑
済
五
千
石
で
あ
り
、
賑

耀
だ
と
一
高
石
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
董
時
敏
は
三
百
石
鹸
計
出
し
て
は
い
る
が
、
迫
功
郎
し
か
訪
韓
国
し
な
い
。
進
武
校
尉
は
賑

察考のげ
、
清
二
千
石
の
倍
で
四
千
石
、
董
簡
は
丁
度
そ
の
額
に
達
し
て
い
る
。
程
犠
は
本
来
進
武
校
尉
を
得
る
べ
き
額
だ
が
、
進
士
で
あ
る
為
、

つ度
忠
則
市
内進代宋

文
解
を
免
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
免
解
一
次
は
賑
鰹
四
千
石
だ
が
、
彼
の
場
合
は
三
百
石
鹸
計
出
し
た
為
に
二
次

も
免
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
例
外
か
、
優
遇
だ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

次
は
朱
蕪
が
淳
照
七
年
知
南
康
軍
の
賑
滑
に
あ
っ
た
賓
例
で
あ
る
。

②
照
会
本
軍
去
歳
皐
傷
至
重
、
細
民
闘
食
、
：
・
準
行
在
尚
書
戸
部
九
月
十
六
日
辰
時
、
準
淳
照
七
年
九
月
十
三
日
敷
中
書
門
下
省
検

準
乾
道
七
年
八
月
一
日
敷
節
文
、
：
・
符
本
軍
疾
速
施
行
。
本
軍
恭
票
行
下
管
層
再
行
勧
諭
、
承
認
賑
耀
米
数
之
人
、
知
願
将
来
賑

済
、
切
待
審
究
保
明
申
朝
廷
、
依
A
7
来
所
降
指
揮
格
法
推
賞
去
後
‘
擦
都
昌
、
建
昌
購
申
数
内
勧
諭
到
元
認
耀
米
税
戸
張
世
亨
、

劉
師
輿
、
進
士
張
邦
献
、
黄
澄
四
名
、
各
情
願
承
認
米
、
依
格
法
賑
酒
。
内
建
国
展
税
戸
張
世
亨
五
千
石
、
乞
補
承
節
郎
。
進
士

張
邦
献
五
千
石
、
乞
補
遁
功
郎
。
税
戸
劉
師
輿
四
千
石
、
乞
補
承
信
郎
。
井
都
昌
鯨
待
補
太
学
生
黄
澄
五
千
石
、
乞
補
迫
功
郎
、
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各
乞
依
A
7
降
指
揮
、
保
奏
施
行
。
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こ
の
上
奏
文
内
の
「
乾
道
七
年
八
月
一
日
敷
節
文
云
云
」
の
文
面
は
表
ハ
門
l
聞
の
内
容
を
指
し
て
い
る
。
同
ピ
五
千
石
で
も
進
士
と
太

学
生
の
場
合
は
文
官
の
迫
功
郎
を
輿
え
ら
れ
、
進
士
で
な
い
人
は
武
官
の
承
節
郎
、
四
千
石
は
同

U
く
武
官
の
承
信
郎
を
そ
れ
ぞ
れ
奥

（
問
団
）

え
ら
れ
て
い
る
。

③
（
淳
照
十
四
年
六
月
十
一
日
）
詔
常
州
進
士
巌
亀
年
補
進
武
校
尉
、
候
到
部
、
免
短
使
一
次
、
更
減
二
年
磨
勘
。
戸
部
言
、
亀
年
献

米
三
千
五
百
石
賑
済
、
縁
無
三
千
五
百
石
賞
格
、
欲
特
二
千
石
奥
本
人
補
進
武
校
尉
、

二
年
磨
勘
、
於
進
武
校
尉
上
収
使
。
故
有
是
命
。
ー
宋
会
要
職
官
六
十
二
。

一
千
五
百
石
合
補
進
義
校
尉
、
比
擬
作
減

こ
れ
も
表
付
｜
聞
の
進
納
令
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
例
の
場
合
は
文
官
の
上
州
文
学
に
後
五
百
石
不
足
の
為
、
進
士
で

は
あ
る
が
武
官
に
切
り
換
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

進
士
の
進
納
賓
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
以
上
の
様
な
賓
例
は
少
な
く
な
い
。
彼
等
が
、

（

印

）

彼
等
が
ま
だ
及
第
し
な
い
か
、
或
い
は
合
格
に
自
信
が
な
い
為
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
官
界
進
出
を
目
指
す
富
裕
豪
族
に
層
す
る
磨
拳

つ
い
に
買
官
に
よ
っ
て
身
を
立
て
る
の
は
、

者
で
あ
る
彼
等
に
と
っ
て
、

「
買
官
」

は
科
挙
の
延
長
で
あ
り
、
目
的
達
成
点
で
も
あ
る
も
っ
と
も
手
っ
と
り
早
い
方
法
だ
と
考
え
ら

れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
科
挙
で
の
不
遇
者
だ
と
想
定
し
得
る
彼
等
に
と
っ
て
、
責
官
制
は
、
よ
り
確
か
な
官
界
入
り
の

機
会
を
奥
え
て
呉
れ
る
踏
台
で
あ
る
。

一
方
、
責
官
制
が
特
に
「
進
士
」
の
進
納
者
に
気
を
使
っ
た
の
は
、

一
般
人
と
同
様
に
彼
等
の

財
力
の
助
け
が
必
要
で
あ
る
と
同
時
に
、
豪
族
で
科
挙
不
遇
者
で
も
あ
る
彼
等
を
何
ら
か
の
形
で
龍
絡
し
、

一
に
は
そ
の
財
力
を
散
ら

し
、
こ
に
は
そ
の
不
満
が
爆
発
せ
ぬ
前
に
預
防
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。



玉
、
お
わ
り
に

以
上
、
ま
ず
宋
代
各
帝
に
よ
る
賓
官
令
を
、
そ
の
進
納
原
因
、
進
納
官
及
び
債
格
等
を
中
心
の
沿
草
表
に
基
づ
い
て
説
明
を
し
て
来

た
。
ま
ず
進
納
を
必
要
と
す
る
の
は
財
政
が
困
難
で
突
発
事
故
の
天
災
や
戦
災
に
対
処
す
る
為
、
富
民
に
助
ガ
を
求
め
、
報
償
と
し
て

官
を
奥
え
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
北
宋
末
よ
り
は
、
賑
災
、
軍
儲
以
外
に
博
耀
等
種
種
の
名
を
借
り
て
頻
繁
に
官
告
が
責
ら
れ
る
こ
と

宋代進納制度についての一考察

に
な
り
、
宋
の
財
政
は
益
々
苦
し
い
情
況
を
露
呈
し
て
来
る
。
し
か
し
緊
急
事
態
が
緩
和
し
た
時
は
大
概
の
時
代
と
も
な
る
べ
く
賓
官

に
頼
ら
ず
に
他
の
財
源
を
求
め
る
努
力
を
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
た
。
次
は
賓
出
の
官
告
に
つ
い
て
、
そ
の
複
雑
さ
の
原

因
は
も
と
も
と
複
雑
な
官
制
に
更
に
改
革
を
重
ね
た
為
で
、
そ
の
改
革
後
の
官
制
を
出
来
る
だ
け
統
一
し
た
表
に
あ
ら
わ
し
、
進
納
官

の
宋
代
官
制
に
お
け
る
住
置
づ
け
を
試
み
た
。
最
後
は
進
納
の
対
象
を
三
項
に
分
け
、
上
戸
、
富
豪
兼
併
の
家
、
商
人
等
物
・
刀
、
財
力

に
富
ん
だ
人
は
身
分
を
問
わ
ず
進
納
で
き
る
が
、
刑
歴
の
あ
る
人
は
許
さ
れ
ぬ
場
合
が
多
か
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。
お
わ
り
に
、
進

士
の
進
納
者
に
は
文
官
を
、
進
士
で
な
い
人
に
は
武
官
を
奥
え
る
の
が
一
般
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
不
遇
の
進
士
は
買
官
を
踏
み
台

に
し
て
、
官
界
入
り
を
し
た
こ
と
を
説
明
し
た
。

こ
の
他
、
宋
代
の
進
納
官
賞
情
を
理
解
す
る
に
は
更
に
幾
つ
か
の
間
題
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
各
皇
帝
の
進
納
に
対
す

る
態
度
と
そ
の
と
っ
た
措
置
、
及
び
科
挙
出
身
者
を
中
心
と
し
た
政
権
参
加
者
で
あ
る
士
大
夫
遠
の
進
納
者
に
対
す
る
見
解
、
と
そ
れ

に
よ
る
進
納
制
度
へ
の
影
響
、
更
に
進
納
官
の
量
化
及
び
政
治
上
、
社
会
上
に
お
け
る
利
得
、
な
か
ん
ず
く
社
会
生
活
に
お
け
る
身
分

の
位
置
づ
け
は
、
宋
代
社
会
勢
力
の
賞
態
を
知
る
以
外
に
明
清
社
会
に
見
る
紳
士
階
層
の
形
成
の
端
緒
の
一
面
を
も
う
か
が
え
る
の
で
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は
な
い
か
と
考
え
る
故
、
宋
代
の
進
納
制
度
を
理
解
す
る
こ
と
を
も
含
め
て
、
こ
れ
等
の
問
題
は
、
今
後
検
討
を
続
け
る
必
要
の
あ
る



注（l
）
出
口
町
1
E
E史
叶

Z
E
E
2
。
同
∞

5
2
2
5
H自唱。吋
E
（U
E
E－H
〉
名

2
Z
え

ω
Z
E
］足。
r
E
ヲ
E
g
i
S
H
H
明
清
社
舎
史
論
、
付
。
－
z
s
r
g

口三〈・司同．
0ωω
・］｛甲町
N

・

（2
）肘－

h
・内
1
2
r
p
』円・

1
4
4
t
E
q
〈
ω
・
冨
。
コ
同

5
5
0
のピロ

2
。
。
守
出
∞
。
吋
2
0
。
間
同
同
旨
宮
内
二
回
。
ロ
ω

ロEa吉
岡
子
。
同
E
－Z
『
⑦

J

出・』・〉・

ω・・同

（同川区叶）場官同）－

HCω
－PHO印咽］｛（｝∞
IHNω
・

（3
」
進
士
、
補
蔭
、
納
粟
補
官
、
青
史
を
指
す
。
本
文
訂
頁
参
照
。

（4
）
馬
端
臨
文
献
通
考
（
以
下
「
通
考
」
と
略
す
）
巻
二
十
六
の
み
建
炎
元
年
に
繋
し
て
い
る
。

（5
）
通
考
巻
二
十
六
は
「
無
官
人
一
千
石
補
進
義
校
尉
、
願
補
不
理
選
限
終
仕
郎
者
掠
ι

と
あ
る
。
本
表
は
宋
会
要
に
従
う
。

（6
）
朱
文
公
文
集
別
集
巻
十
〈
賑
耀
暦
頭
様
〉
、
〈
措
置
賑
鰹
場
合
行
事
件
〉

（7
）
朱
文
公
文
集
別
集
巻
十
〈
賑
耀
暦
頭
様
〉

（8
）
朱
文
公
文
集
巻
九
〈
諭
上
戸
承
認
賑
耀
米
数
〉
で
は
、
こ
の
度
の
賑
耀
米
の
勧
分
に
慮
ピ
た
上
戸
は
四
名
の
進
納
者
の
他
に
二
百
六
名
あ
り
、
全
部

で
七
高
三
千
二
百
六
十
八
碩
五
斗
を
賑
絡
し
て
お
る
。
個
別
的
に
は
お
そ
ら
く
補
官
標
準
に
達
せ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（9
）
秦
漢
の
民
爵
制
は
西
嶋
定
生
氏
「
中
園
古
代
帝
閣
の
形
成
と
構
造
｜
二
十
等
爵
制
の
研
究
」
、
（
東
京
大
学
出
版
会
発
行
、
一
九
六
一
年
）
参
照
。

（
日
）
宋
史
巻
一
六
九
職
官
志
。

（
日
）
汲
古
書
院
影
印
版
発
行
、
昭
和
四
十
八
年
。

（
ロ
）
佐
伯
富
氏
「
宋
史
職
官
志
索
引
」
収
、
（
東
洋
史
研
究
会
発
行
）
0

（
日
）
李
心
侍
建
炎
以
来
繋
年
要
録
（
以
下
「
要
録
」
と
略
す
）
巻
四
十
四
、
紹
興
元
年
五
月
壬
成
俊
。

（
日
）
李
寿
…
績
資
治
通
鑑
長
編
拾
補
巻
十
七
、
徽
宗
建
中
靖
図
元
年
正
月
割
注
、
宋
史
巻
コ
二
四
十
氾
仲
海
偉
附
沼
純
締
像
。

（
日
）
こ
の
賓
｛
目
令
の
下
さ
れ
た
時
期
は
不
明
で
あ
る
。
他
に
対
熔
す
る
記
事
が
見
あ
た
ら
ぬ
故
、
表
付
で
は
省
い
た
。

（
凶
）
こ
の
記
事
は
表
口
の
基
づ
き
と
な
っ
た
一
部
で
あ
る
。
な
お
宋
会
要
輯
稿
職
官
五
十
六
徽
宗
政
和
六
年
十
一
月
十
八
日
の
僚
、
未
出
官
の
改
革
に
関

す
る
記
事
は
次
の
様
で
あ
る
。
「
中
書
省
言
、
検
舎
十
一
月
十
六
日
奉
御
筆
俄
板
宮
行
子
衰
乱
之
世
、
姑
従
板
授
、
蓋
非
異
官
、
不
可
循
用
。
可
改
依

下
項
・
：
俄
将
仕
郎
可
去
仮
字
、
初
奥
官
人
猶
未
入
仕
、
可
為
将
仕
郎
。
依
承
務
郎
、
可
為
登
仕
郎
。
俄
承
事
郎
、
承
奉
郎
可
為
通
仕
郎
。
奮
将
仕
郎
巳

入
仕
、
不
可
稽
終
仕
、
可
為
迫
功
。
奮
登
仕
郎
可
為
修
職
郎
。
奮
通
仕
郎
可
為
従
政
郎
。
徐
並
依
奮
、
通
為
十
階
。
」
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（
口
）
朱
文
公
文
集
巻
十
六
〈
奏
為
本
軍
勧
諭
都
昌
建
閏
属
税
戸
張
世
亨
劉
師
輿
進
士
張
邦
献
待
補
太
学
生
黄
澄
娠
済
飢
民
斗
斜
〉

（
刊
日
）
こ
の
上
奏
で
要
求
し
た
四
人
の
補
官
許
可
令
は
宋
会
要
職
官
六
十
二
に
よ
れ
ば
淳
照
八
年
九
月
二
日
に
奥
え
ら
れ
て
い
る
。

（
日
）
周
藤
吉
之
氏
「
宋
代
官
僚
制
と
大
土
地
所
有
」
〔
「
社
会
構
成
史
体
系
」
収
〕
（
日
本
評
論
社
）
昭
和
二
十
五
年
、
第
三
章
第
一
節
参
照
。
な
お
、
こ
の

節
に
は
進
士
の
進
納
例
が
多
く
琴
、
げ
ら
れ
て
い
る
。
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